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Abstract
The purpose of this study was to investigate the educational possibility of physical education,
in search for theoretical construction on the essential being of physical education, based on
the Spranger, E.’s pedagogy.
In order to attain the purpose, the theoretical works of Spranger, E.’s were analyzed and
applied in physical education.
According to his padagogy, physical education was considered to be a solid possibility to
the contribution to personality building through the human movement and physical move‑
ment culture. It was the possibility as education corresponding to the biological, cultural,
and geist dimensions of personality building.
The educational possibility in physical education could be discussed in the direction of the
humanism of physical education.
Key words: physical education, educational possibility, humanism
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序章
学校という教育現場では、複数の教科が
存在している。それでは、学校の教育現場で
日々行われている学校体育は、児童、生徒
に、そして彼ら一人ひとりの未来に何をも
たらしてくれるのであろうか。これは、学校
教育や教科といった、教育の有意味性への
問いに進んでいく。
そもそも、学校教育において最大の時間
が教科の授業にあてられているのは、この
それぞれの教科の授業こそが、児童や生徒
の教育に不可欠な意義を有しているからで
ある１）。つまり、体育には、教育における体
育の不可欠な意義が存在するはずである。
それでは、教育における体育のこの不可欠
な意義とは何であるのだろうか。
これを検討していくためには、体育に内
在する教育的な可能性の検討が要請される
だろう。それでは体育には、どのような可能
性が秘められているのか。体育の可能性へ
の問い、ここから多くの問いが派生するだ
ろう。たとえば、なぜ体育が必要であるのだ
ろうか、そして体育はどうあるべきか、とい
った問いである。しかし、体育の可能性への
問いも、その必要性の根拠への問いも、そし
て理念的なあり方への問いも、逆算すれば
やがて次の一点に集約する。つまり、体育と
は何か、という問いである。
そこで、体育の教育的可能性を検討して
いくためには、「体育とは何か」という原理
論的問題設定に立ち戻って検討していく必
要があるだろう。このことは、一見、遠回り
しているようにみえるかもしれないが、学
校現場において日々行われる体育の授業、
それを専門的に担当する体育教師にとっ
て、そして、何よりもその指導を受ける児
童、生徒の未来のために、大いに有意味であ
るように思われる。
さて、そもそも、体育とは何かという問い
は、なによりも体育の概念の問題である。こ
の体育の概念の問題は、その意味内容の基
底となる教育それ自体についての検討が不
可欠となる。ところが、これまでの体育の概
念論研究は、用語構成上の限定詞である身
体に向けられてきた。佐藤は、このような事
態について次のように述べている。
従来の「体育」についての概念的検討に
あっては、もっぱらその重点が例外なく
限定詞の「身体」に置かれていて、意味の
基本を担うはずの「教育」についての検討
がなされないままにきたのである。体育
の概念を明らかにしようとする場合、た
とい限定詞たる「身体」が正確に把握し得
たとしても、基底詞の「教育」が曖昧に放
置されているのであれば、結局のところ、
体育概念もまた曖昧なままに留まらざる
を得ないだろう。
・・・・体育概念を明証的に把握するに
は、何よりもまず、意味の基底をなしてい
る教育概念についての検討から始めなけ
ればならないということなのである２）。
したがって、体育の本質を探究するため
には、体育概念の基底を担う教育について
検討していくことが必要となる。それゆえ
に、体育の教育としての可能性についての
検討も、その意味の基底をなす教育概念に
ついての検討に基づいて行われなくてはな
らない。そして、これについては教育学、と
りわけ教育哲学の知見が有効となる。
さて、この教育学において、科学として最初
に体系化し、成立させたのがヘルバルト
Herbart, J. F.であった３）。このヘルバルト
は、カント哲学の影響を強く受けながら、教
育学の体系化を試みた。厳密な意味におい
て、教育学はここを起点として発展してい
く。なかでも、このヘルバルト教育学の方向
を批判的に超克したのが、ディルタイ
Dilthey, W.らによって提起された精神科学
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的教育学 geisteswissenschaftliche Päda‑
gogikである４）。
さて、この精神科学的教育学は、ドイツ教
育学において正統と目されてきた５）。そし
て、この学派の代表者として、ノール Nohl,
H.、シュプランガー Spranger, E.、リット
Litt, T.、フリットナー Flitner, W.、ボルノー
Bollnow, O. F.、オランダのランゲフェルト
Langeveld, M. J.などがあげられる６）。
特に、パラート Paﬀrath, F. H.は、シュプ
ランガーが教育と人間形成思想の発展に寄
与したと評価している７）。
よって、本研究の基本的な研究対象が、体
育の教育的可能性であることを踏まえるな
らば、この精神科学的教育学、とりわけシュ
プランガーの教育学理論が有効であるよう
に思われる。
これらにより、本研究の目的は、体育の本
質論の構成のために、シュプランガー教育
学の分析を通して、体育の教育的可能性に
ついて検討することである。
さて、本研究においては、シュプランガー
教育学が直接的な分析対象となる。シュプ
ランガーの著作の一つひとつはシュプラン
ガー研究者によって目録化されており８）、
また、シュプランガーの全集も刊行されて
いる。さらには、シュプランガーの主要著作
は、当代のシュプランガー研究者の手によ
り邦訳発行されている。
そこで、本研究の目的を達成するために、
シュプランガーの教育学著作を中心に分析
を行った。分析に当たっては邦訳を中心に
行ったが、解釈の安全性を確保するために、
適宜、原典に当たった。
第一章
本章は、体育の教育的可能性について検
討するための前提として、シュプランガー
教育学についての分析を試みた。そこで、シ
ュプランガー教育学を精緻に把握するため
に、まずは彼の教育学の基礎である精神科
学に目を向け、その思想を形成していく歴
史的な過程を辿ったうえで、彼の精神科学
における重要な概念である精神理論と価値
理論を整理した。
まず、第一節では、シュプランガーの生涯
とその学問的業績を分析した。シュプラン
ガーの思想は、第二次大戦前は精神科学、と
りわけ人間の精神活動と文化の動態に力点
が置かれていたが、大戦による悲劇的な体
験を経て、世界という歴史的・文化的総体
に対する人間それ自体の存在の有意味性
と、そこにおいて生を遂行する人間のあり
方に力点が移動した。
第二節では、シュプランガーの精神科学
について整理していった。まず、シュプラン
ガーの教育学あるいは哲学的思索の内的な
統一点は、人間の本質についての問いにあ
った９）。そこで、シュプランガーは、この人
間の内面性に目を向け、その内面を意味や
意義を生じさせる内的過程の、まとまった
全体として捉える。シュプランガーはこれ
を、心ではなく精神 Geistと呼んだ 10）。
さて、シュプランガーはこの精神を、主観
Subjektと客観 Objektの相互関係から捉え
た。さらにこの客観を三階層、つまり、客観
化された精神 objektiven Geist、客観的精神
objektiverten Geist、規範的精神 normativen
Geistに区分したうえで、精神を、主観的精
神 subjektiven Geistを加えた四つの契機か
ら構成される動的な総体として捉えた。そ
して、シュプランガーは精神活動 geistigen
Leistungenを、主観的精神を起点としたこ
れらとの関係と捉え、それを作用 Aktと体
験 Erlebnisから説明する 11）。この作用とい
う精神活動により、客観に価値や意義や意
味を見出すことができ、それが体験を引き
起こす。主観は、この体験によって、客観に
内在する価値や意義を受容し、価値形成的
に高まる。彼は、これを特定的に価値体験
体育における教育的可能性に関する研究
75
Werterlebnisと表現したのである 12）。
そして、精神活動において価値形成的に
高まった主観的精神は、それを客観化され
た精神として創造・表現し、それが歴史的
に集積することによって客観的精神が構成
されていくこととなる。これがさらに主観
的精神の作用と体験の対象となって、そこ
に実現された価値形象は、再び主観的精神
に回帰してくる。したがって、精神の総体
は、主観的精神を起点として構成される価
値循環の過程なのである。
さらに、彼のこのような精神科学的な認
識が、彼の教育学と文化理論を基礎づけて
いく。これらを欠いて、シュプランガーの教
育学も文化理論も成立しえない。
第三節では、シュプランガーの精神科学
にみられる価値論について整理した。シュ
プランガーは、価値に三つの階層を認めた
13）。それは、価値本質Wertwesenheit、価値
対象Wertgegenstand、価値体験Werterleb‑
nisである。
まず、価値本質とは価値階層の最上位に
あり、質的に規定された普遍的価値種類 all‑
gemeine Wertgattungのことであった 14）。
すなわち、これは、人類が認識し得る価値そ
のものの抽象的な形式であり、価値の理念
である。シュプランガーはそれを、客観的価
値 objektive Werteとも呼んでいる 15）。
次いで、価値対象とは価値本質を潜有す
る構成態であった。つまりそれは理念とし
ての価値本質が内包されている形象のこと
である。ここでいう価値本質を潜有する構
成態とは客観的精神であり、また文化であ
る。つまり価値本質が存在している文化一
般を、価値対象というのである。
さらに、価値体験とは、先にみたように、
主体における価値の受容であった。人間の
精神は、体験という精神作用によって価値
を受容する。この体験とは、文化に内在する
価値や意味を受容する精神活動である。
さらに、この価値本質の実質は、人間の精
神作用に対応して構成されていた 16）。この
精神作用とは、理論的作用、経済的作用、美
的作用、宗教的作用、社会的作用、権力的作
用であった。シュプランガーはこの六つの
精神作用により、そこに妥当する価値を照
らし出したのであった。これによって、シュ
プランガーは、価値本質を、真Wahrheitの
価値、効用 Nützlichkeitの価値、美 Schöne
の価値、聖 Heiligkeitの価値、愛 Liebeの価
値、権力Machtの価値として提示したので
ある 17）。また、シュプランガーの価値論にお
いて、これらは客観的価値とも呼ばれてい
る。
シュプランガーのこのような価値論は、
その教育学において陶冶価値論へと結実し
ていく。シュプランガーによれば、全ての価
値は何れのものも、必ずしも陶冶価値 Bil‑
dungswertがあるとは限らない 18）。価値一
般は、その内実にどうであれ、人間形成に有
効に関わらないならば、学校教育にとって
裨益するところがない。逆に言えば、学校教
育において、重要なのは、人間形成に対して
有意味な価値である。
そこで、シュプランガーは、人間形成に対
して有意味な価値を、陶冶価値と呼んだの
である 19）。陶冶価値は、客観的価値の固有の
本質に規定されるため、それぞれの類型は、
基本的には客観的価値の類型に対応して構
成される。しかし、シュプランガーが提示し
た陶冶価値には、客観的価値のうちの権力
に対応する類型は存在しない。シュプラン
ガーにおいて陶冶価値は、知的陶冶価値 in‑
tellektuellen Bildungswert、技術的陶冶価
値 technischen Bildungswert、美的陶冶価
値 ästhetischen Bildungswert、社会的陶冶
価値 gesellschaftlichen Bildungswert、宗教
的陶冶価値 religiösen Bildungswertの五つ
の類型として提示された 20）。
これらの陶冶価値の体験は、そこに含ま
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れる価値本質の実現様態によって、児童、生
徒の価値形成的な高まりに寄与する。この
ようにして、教育は価値論と密接に関係す
る。
第二章　シュプランガーの教育学理論
本章は、シュプランガー教育学について
の分析を試みるものである。まず、シュプラ
ンガー教育学は、発達の援助、文化の伝達、
覚醒の三つの要素を主要面として構成され
ている 21）。
第一節では、シュプランガー教育学の、文
化の伝達に対応する理論形式である文化教
育学を分析した。シュプランガーは、彼の文
化教育学において、教育を単なる文化財の
詰め込みではなく、文化財の伝達を通じて、
精神の内的な活動が活性化するところに着
目した。つまり、文化を体験することによ
り、そこに秘められた価値契機が受容され、
これによって人間が内的に高められる。そ
して、人格的な本質がより豊かに形成され
ていくのである。
さらに、文化の伝達とは、これまでに築き
上げられた既存の文化を、文化財として次
の世代へと引き継ぐという簡単な事象では
なく、理念的に、あるいは倫理的になされる
ことが求められる。文化の伝達にみる、主観
的精神における文化創造においては、規範
的な価値吟味によって、価値の劣化や錯誤
をできるかぎり除外し、純化の方向へと導
いていかなければならない 22）。
これが、シュプランガーの提起する文化
の伝達であった。つまり、教育において児童
や生徒一人ひとりに文化を伝達することの
意味は、一人ひとりの価値的な高まりと、そ
の文化創造の価値的な純化を通じた文化の
さらなる価値的な発展への寄与にある。
第二節では、シュプランガー教育学の、教
育を構成する主な要素である覚醒に対応す
る理論形式である覚醒理論を分析した。
シュプランガーは、これを、教育の主な要
素の一つとして捉え、それを教育の重要な
局面とみた 23）。それゆえに、シュプランガー
は、それを人間の有意味な内的現象として
捉えただけでなく、教育としての覚醒を論
じようとしたのである。この覚醒理論の中
核は、覚醒によって立ち起こる人格の達成、
あるいは自己実現にある。ここにシュプラ
ンガーが提起した覚醒理論の真意が存在す
る。この覚醒理論は、いわゆる人間生成論、
あるいは自己実現の理論であるといえよ
う。
さて、教育には、連続的な過程と、その過
程のなかで突如として起こる、非連続的な
過程が存在する。この覚醒は段階的な作用
によるものではなく、そのような連続的な
過程を前提として生起する突発的な出来事
であり 24）、つまりは教育における非連続的
な過程である 25）。シュプランガーの覚醒理
論は、まさにこの非連続的な過程の理論な
のである。
これは、それまでの教育学においては、ま
ったく見出されていないか、あるいは完全
なる意味が認識されていなかった点であっ
た。教育においては、この相互の過程を正し
い関係に置くことが重要なのである。ここ
に、シュプランガーの覚醒理論の教育学的
な有意味性が存在するだろう。
これらから、シュプランガーの教育理論
は、次のように整理されるのである。彼が提
起した教育の要素の一つ、発達の援助は、人
間の生物的な次元に対応している。次いで、
文化の伝達は、人間の文化的な次元と精神
的な次元に対応している。そして、ここでみ
た覚醒理論は、人間の精神的な次元に対応
し、つまりこれは、教育の「特別な形態」な
のである。そして、その総体を持って教育を
論じていたのである。
第三節では、シュプランガー教育学の、最
終的な集約点である学校教育論を分析し
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た。後期シュプランガーの最大の関心は、学
校教育の在りかたにあった 26）。
まず、シュプランガーは、学校教育の本質
を、倫理的決断、責任、精神的内面力一般の
中心点を核として有する、統一体としての
全人に関するもの、つまり人間形成 Bildung
であると捉えた 27）。シュプランガーは学校
教育に、児童や生徒をただの文化的所用者
にではなく、高貴化された人間へと形成し
ていくことを要請している。
つまり、学校教育において、教授 Unter‑
richtが全てではなく、むしろそれを通し
た、その先に成し得る人間形成にこそ本質
がある。それゆえに、学校教育は児童や生徒
への学習が重要ではあるが、その先に潜ん
でいる可能性としての高貴化にこそ探究点
が存在している。
シュプランガーは、学校教育論の根底的
な論議において、人間形成という思考形式
を重視している。
シュプランガーの学校教育論の結晶は、
まさにこの人文主義 Humanismusに存在
するのである。
第三章　シュプランガー教育学に基づく
体育の教育的可能性に関する検討
本章では、これまで辿ってきたシュプラン
ガー教育学に基づいて、体育の教育的可能
性について検討した。
第一節では、シュプランガー教育学の基
盤に存在する、精神科学の主要な構成要素
である価値論、陶冶価値論、そして価値体験
の概念を体育学に位置づけ、その適用可能
性について、順に検討していった。これによ
って、シュプランガーの提起した価値論、陶
冶価値論、そして価値体験の概念の、体育学
に対する適用可能性が導かれた。
まずシュプランガーの価値論は、体育学
における価値論の構成、とりわけ身体運動
文化の価値論の構成に対して有効である。
あれらの六つの価値は、体育学における価
値論の構成において原理的に有効であるだ
ろう。そして、体育学においてみられる価値
はこれらによって複合的に構成される。
体育学が身体運動文化やスポーツの価値
を精緻に論じていく上で、この価値論は一
つの枠組み理論として機能するように思わ
れる。
次に、シュプランガー教育学にみられる
陶冶価値論は、体育学における陶冶価値論
の構成、とりわけ身体運動文化についての
陶冶価値論の構成に対して有効である。あ
れらの五つの陶冶価値は、体育学における
身体運動文化の教育的可能性についての検
討において、原理的に有効であるだろう。お
そらく、身体運動文化にみられる陶冶価値
はこれらによって複合的に構成される。
体育学が身体運動文化やスポーツの価値
を個人的な思い込みや願望によることな
く、より厳密に論じていくうえで、この陶冶
価値論も、一つの枠組み理論として機能す
るように思われる。そして、このような陶冶
価値論は、体育学における教材論に教育学
的な基礎を提示し得るだろう。
さらに、シュプランガー教育学にみられ
る価値体験の概念は、体育の理論構成に対
して有効である。体育の理論構成において
も、この価値体験という概念は原理的に妥
当するだろう。体育においても、児童、生徒
の中にこの様な有意味な価値体験が起こり
得る。児童や生徒は、身体運動文化を通じ
て、諸々の知的形式や、技術や戦術、美しい
表現や感覚、精神の高揚、敬意や献身といっ
た内的現象が生起しえるだろう。体育では
児童、生徒が様々なスポーツ種目を通して
価値体験することで、より多くの価値を受
容することができる。
体育においても、児童、生徒の中にこの様
な有意味な価値体験が起こり得る。そして、
これは体育に内在する教育としての有意味
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な可能性としてとらえることができるよう
に思われる。体育学がこの概念を体育の理
論構成に適正に位置づけることによって、
体育の教育としての可能性は有意味な奥行
きを獲得するように思われる。
第二節では、体育における文化教育学の
可能性について検討した。シュプランガー
の文化教育学に基づくならば、学校体育も、
ある身体運動文化を伝達し、それをできる
ようにすることだけが目的なのではなく、
それらに秘められた特有の価値契機を、
様々な身体運動を通じて体験することが重
要なのである。そして、このような精神的で
有意味な瞬間を、全身を駆使して行う身体
運動を通じて体験することは、学校体育の
もつ大きな特徴であるといえよう。
まず、シュプランガーにしたがうならば、
文化の伝達は一人ひとりの価値的な高まり
と、その文化創造の価値的な純化を通じた
身体運動文化のさらなる価値的な発展への
寄与にある。つまり、身体運動文化にはそれ
ぞれに特有の価値が内包されており、児童、
生徒がその特有な価値形象を体験すること
ができるならば、より多様な価値を受容し、
一人ひとりは価値的に高まる。
そして、文化を体験することにより高め
られた精神は、その作用によって文化の理
念的な創造を可能にしていく。そのために
も教師は、児童、生徒に対して規範的な立場
に立って、価値の劣化や錯誤をできるかぎ
り除外し、純化の方向へと導いていかなけ
ればならない 28）。つまり、体育においても、
身体運動文化の伝達は、文化良心 Kul‑
turgewissen29）への教育までを見通す必要
があるだろう。
体育には、文化教育学の可能性が確かに
存在するのである。
第三節では、体育における覚醒理論の可
能性を検討した。児童、生徒の内界に眠って
いる自己を覚醒させるためには、そのきっ
かけとして、気づきや新たな意味づけが重
要となる。身体運動においても、自己思考の
深まりは、内界を豊かにし、そこから何らか
の気づきを喚起することもある 30）。たとえ
ば、いわゆるMatch−Training−Matchの
流れの中に、児童、生徒を気づきへと導く可
能性は大いにある。また、新たな気づきを生
むような教師の助言や発問によって、児童、
生徒の持っている気づきを引き出していく
必要がある。体育の授業において生起する
気づきは、目覚めを喚起し、これによって、
内界に眠る自己がその存在に解放され、具
体的な行為に実現されていく。このとき、人
格が達成される。体育において、一人ひとり
にとって真の自己と出会い、実際の具体的
行為において真の自己を実現したときに、
私という存在はようやく同一性を獲得す
る。
これは、教育の最も重要な課題の一つで
あった 31）。つまり、体育が真の意味において
教育であろうとするならば、人間の精神的
な本質層に対応した教育形式である覚醒形
式の教育を大切にしなくてはならない。こ
れによって、体育は、単なる体力の向上や運
動技術に対する指導ではなく、ようやく真
の意味において、教育として成立する。
体育には、覚醒形式の教育の可能性が確
かに存在するのである。
第四節では、学校体育の可能性を検討し
た。シュプランガーが提起した学校教育論
は、人間形成への寄与を学校教育の本質と
する、教育の人文主義に存在するのであっ
た。つまり、シュプランガーの教育学は、単
なる教授方法論ではなく、人間形成の論理
である。
これまで辿ってきたシュプランガーの教
育学、そしてそれらの主要理論の体育に対
する適用可能性を踏まえるならば、学校体
育は人間形成への寄与という課題に対し
て、確固たる可能性がある。もちろん、それ
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は人間形成のすべての次元、つまり生物的
な次元、文化的な次元、そして精神的な次元
に対応し得る教育としての可能性である。
そして、体育においても、この精神的次元に
みられる自己の高貴化とその人格の達成に
最上位の到達点が存在するだろう。
学校体育は健康の増進や体力の育成、さ
らには身体運動文化を教えることから、人
間形成へと導かれなくてはならない 32）。学
校体育においても身体運動文化の教授は全
てではなく、むしろそれを通したその先に
存在する人間形成にこそ本質がある。
学校体育論のこのような方向は、学校体
育の人文主義 Humanismusと呼び得る。
結語
シュプランガー教育学に基づくならば、
体育は、健康の増進や体力の育成、さらには
身体運動文化を教えることにとどまらな
い、人間形成への可能性が内在している。そ
れは、身体運動や身体運動文化を媒介とし
て構成される、人間形成の生物的次元にと
どまらない、文化的次元と精神的次元の可
能性を中核とした人間の高貴化に対する可
能性である。
本研究は、体育の教育的可能性を、このよ
うな方向において、すなわち体育の人文主
義の方向において論じえることを結論する
ものである。
なお、今後の課題は、体育の本質論への探
究を継続しつつ、さらに多くの教育学者に
よる論議を検討し、この論議により深みを
持たせていくことで、体育の教育的可能性
を拡充的に模索していきたい。
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